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【感染予防委員会】
毎月１回開催し、入居者・職員の感染予防対策に取り組んでいます。
令和５年度は、新型コロナウイルスによるクラスターが７月、２月～３月の２回、インフル
エンザによるクラスターが１月に１回発生しました。広島県西部保健所、北広島町保健課
等と連携し、早期終息に取り組みました。

【身体拘束適正化・虐待廃止委員会】
昨年度身体拘束に係る事例はありませんでしたが、虐待も含め虐待の芽チェックリスト
を全職員対象に行い、知らず知らずのうちに行っている不適切なケアにいち早く気づくこ
とで虐待や身体拘束まで至らないよう努めております。今年度も引き続き研修等実施し入
居者・ご利用者の皆様に快適に過ごして頂けるようスキルアップにつなげていきます。

【事故防止委員会】
毎月委員会の開催時に期間中の事故・ヒヤリハット報告の発生内容、時間帯、場所等
傾向を集計し、対策を検討しております。ご利用者のADL低下を防ぐために出来る限り自
律を促し、行動を制限しないようできることを考えるようにしています。外部や内部での研
修にも参加しながら職員への周知徹底を行うように努めていきます。

【褥瘡予防・排泄委員会】
褥瘡発生予防と早期対応の為、常時褥瘡の発生状況を把握し、職員へ情報共有しケア
の統一を図っています。また、移乗方法の見直しをし、スライドボードを使用した移乗を導
入したり、ポジショニングの意識を高めるためにポイントカードを設置したり、新しいことに
積極的にチャレンジしました。
排泄ケアでは、物品の管理や随時選定を行い、できるだけトイレで排泄できるよう、入
居者の状態にあった排泄ケアに取り組みました。

【医療行為委員会】
年間を通してヒヤリハットや事故なく、吸引を実施しました。

5年度は介護・看護の連携協働による喀痰吸引の実施に関して、介護職員3名が研修に
合格し実施資格を取得しました。また同意書・指示書・マニュアル等の様式見直し、改正
を行いました。6年度は新たに介護職員2名が喀痰吸引研修受講予定です。

委員会報告 （令和５年度）

【看取り委員会】
令和5年度は多床棟5名、ユニット1名の看取り介護を行いました。委員会では行った看
取り介護の振り返りをしたり、定期研修にてエンゼルケア方法についての研修を行いスキ
ルの統一を図りました。適宜医療機関とも相談・連携をし、看取り介護の充実に努めてい
ます。

【安全衛生委員会】
毎月１回開催し、入居者の生活環境、就業規則に基づく職員の職場環境について、安全
衛生管理の円滑な推進を図りました。
入居者居室の温度・湿度管理、感染予防の換気を行いました。
７月全職員の健康診断、１１月全職員のストレスチェック、１月夜勤職員の健康診断を実
施し、産業医・労働基準監督署へ報告しました。



善意をありがとうございました。

ご寄付・ご寄贈

山県中組仏教婦人会様
（ 3月15日）      

西楽寺仏婦様
（ 2月16日）      

【給食委員会】
入居者・ご利用者の皆様に楽しく、おいしく、安全に食べてもらうために病態や嚥下状態
にあった食事の検討と見直し、嗜好に沿える食事提供など様々な食環境の向上を目指し
ました。

【水分補給委員会】
脱水症予防を目的とした効果的な水分摂取を目指し、季節等の環境調整や、嚥下状態
にあった水分補給ができるよう、職員間で意識統一をしました。

【研修委員会・人材対策委員会】
昨年度は看取りケアに係る実践的な研修や、各部署の取り組みや課題を発表し、今後
更なる取り組みへのきっかけづくりになればと考え研修を行いました。職員からも入所系
や在宅系の事業所の悩みや実際の取り組みについて知ることで、相互理解が深まったと
いう意見もいただくことができました。
今年度は具体的なケアについての研修を行うことで、研修参加者を増やしていけるよう
日中短時間の研修実施も検討していきたいと考えております。

【行事検討・レク委員会】
6月にさつまいもを植えました。収穫後はおやつで入居者様に提供し喜ばれました。
コロナが5類になったことを受け、土師ダムや加計方面へのドライブ等外出行事も徐々に
再開し始めています。レクリエーションは固定されたもののルーティーンを止め、様々な種
類のレクをするようになっています。

・山県中組仏教婦人会様（北広島町）・遺族代表  林 和雄 他７名様（北広島町）

ご来荘・ご奉仕（ボランティア）



思い出のアルバム

節分豆まき ２月２日



人権の花（豊平小学校の皆さん）

３月2３日

２月7日

彼岸追弔法要（薬王寺様）

地震火災避難訓練 ３月2５日

ご家族からお花をいただきました。

ひび割れ被害等
のチェックをし
ています



お誕生日おめでとうございます

１月生れ  
榎木 利子さん(88歳) 奥川 久子さん(95歳) 香口アヤ子さん(91歳)
空田トシヱさん(94歳) 藤川ハツヱさん(101歳)  綿木 實子さん(94歳)
佐々木公子さん(85歳) 中増 信子さん(93歳)

0 0 0

2 0 2

6 1 5

8 2 6

4 0 4

20名 3名 17名

要介護１

要介護５

要介護４

要介護３

要介護２

要介護度 男性総数 女性

ゆりかご荘（多床棟） ゆりかご荘（ユニット）

◆地域別入所者

安佐北区  １名

安佐南区  ２名

◆ 平均介護度  ３.８

◆平均年齢

全体  ９０.９歳
全体９５.７歳

◆平均介護度 

◆平均年齢

令和６年５月１日 現在

ご利用者状況

２月生れ  
安達 充 さん(87歳) 勘坂 照子さん(78歳) 迫田ミヤコさん(98歳)
藤本サヅミさん(98歳) 宮内 稔 さん(89歳) 米升 綠子さん(96歳)

３月生れ  
上野チスエさん(101歳)  沖野  富子さん(101歳)    竹盛サトミさん(96歳)
田坂 治子さん(92歳) 田村 律子さん(87歳)    寅本  末子さん(100歳)
中野 君子さん(95歳) 中増 勇 さん(99歳)    中村里枝子さん(92歳) 
橋本 盛江さん(80歳)    花木 敬子さん(83歳) 松田 清美さん(75歳)
松野 勝子さん(88歳) 山崎ヤスエさん(99歳) 山田 君子さん(91歳)
山本美智江さん(96歳) 新宅  カネさん(102歳) 岩本美智子さん(89歳)
落合 貞子さん(97歳) 有田 廣治さん(82歳)    

0 0 0

1 0 1

22 3 19

13 1 12

13 1 12

49名 5名 44名

要介護度 総数 男性 女性

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

※ケアハウス・清楽荘を含む

５月 ・ お寿司の日
 ・ 誕生者お祝い
６月 ・ お寿司の日

・ 誕生者お祝い
  ７月 ・ お寿司の日

 ・ 誕生者お祝い
※感染症の関係で行事を変更することがあります。 

行
事

予
定

法話会

ガンバルンボール

風船バレー

体重測定
おやつの日

３.７度 

◆地域密着型

２０名

安芸高田市 １名

北広島町  ４５名



ケアハウスでの色々な出来事・情報をお届けします！

ケアハウスコーナー

４月 とよひら
どんぐり村にて

お花見
ドライブ

３つのグループに分かれて行っ
てきました！！晴れた日もあれ
ば風が強く肌寒かった日、雨が
降った日もあり空模様は様々で
したが、参加された皆さん喜ん
でくださいました。

来てよかったのぉ

おやつの日

桜餅
はぶそう茶

令和６年度 第一弾のおやつは

桜餅でした！
栄養士さん手作りの桜餅、
おいしかったですね！！
写真を撮る間もなく完食
です。来月は何かねぇ～。

きれいなねぇ～

はい、
こっちみて！！

たくさんできたよ！！

森脇花子様の手作りポーチ、今年
も見事な仕上がりです。診療所で
ご覧になった方もいらっしゃると
思いますが、ひとつひとつ丁寧に
作られた一点ものです！！

おいしいのぉ
今日は温いんが
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令
和
５
年
度
第
３
回
理
事
会
報
告

 

第
４
回
理
事
会
は
１
月
26
日
ゆ
り
か
ご
荘
会
議
室
で
開

か
れ
要
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１

就
業
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
に
つ
い
て
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

２

令
和
５
年
度
収
支
補
正
予
算
（ゆ
り
か
ご
荘
第
１
号
）

に
つ
い
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

３

ゆ
り
か
ご
荘
（多
床
棟
）ナ
ー
ス
コ
ー
ル
設
備
等
改
修

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
第
４
回
理
事
会
報
告

 

第
４
回
理
事
会
は
３
月
14
日
ゆ
り
か
ご
荘
会
議
室
で
開

か
れ
要
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１

令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２

令
和
６
年
度
収
支
予
算
（ゆ
り
か
ご
荘
）に
つ
い
て
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

３

令
和
６
年
度
収
支
予
算
（や
す
ら
ぎ
）に
つ
い
て
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

４

評
議
員
会
の
招
集
に
つ
い
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
第
２
回
評
議
員
会
報
告

 

第
２
回
評
議
員
会
は
３
月
29
日
ゆ
り
か
ご
荘
ゆ
り
か
ご

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
要
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１

令
和
６
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２

令
和
６
年
度
収
支
予
算
（ゆ
り
か
ご
荘
）に
つ
い
て
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

３

令
和
６
年
度
収
支
予
算
（や
す
ら
ぎ
）に
つ
い
て
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

人
事
異
動

▼
退
職
（３
月
31
日
付
）

多
床
棟
介
護
職
員

 

弓
場

美
春

多
床
棟
介
護
職
員

 

淺
原

幸
恵

ゆ
り
か
ご
荘
看
護
副
主
任

 

井
丸

翔
平

デ
イ
運
転
手
兼
介
護
職
員

上
田

和
昭

▼
新
規
採
用
（４
月
１
日
付
） 

ホ
ー
ム 

ヘ
ル
パ
ー

 

住
山

里
美

▼
再
雇
用
（４
月
１
日
付
）

多
床
棟
介
護
職
員
（契
約
）    

弓
場

美
春

多
床
棟
介
護
職
員
（契
約
）

淺
原

幸
恵

▼
昇
進
（４
月
１
日
付
）

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
管
理
者
兼

主
任
介
護
支
援
専
門
員

 

河
野

郁
江

▼
配
置
換
え
（４
月
１
日
付
）

デ
イ
介
護
職
員
兼
生
活
相
談
員
へ

 
 

栗
栖

美
和

ユ
ニ
ッ
ト
介
護
職
員
兼
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ダ
ー
へ

                                  

水
本

真
吾

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

介
護
支
援
専
門
員
へ

 

西
本
眞
由
美

▼
施
設
間
異
動
（４
月
１
日
付
）

デ
イ
生
活
相
談
員
主
任
へ

  
吉
田

和
雄

編
集
後
記

今
年
も
ゆ
り
か
ご
荘
の
桜
が
き
れ
い
に
咲
き
ま
し
た
。

入
居
者
の
皆
さ
ん
全
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
桜
の
下
で

食
事
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
他
の
方
に
は
外
に
出
て
桜
を

見
て
頂
き
、
写
真
を
撮
っ
た
り
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
警
報
が
解
除
さ
れ
、
５
月
か
ら
予
約
に

て
面
会
を
再
開
し
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
で
２
回
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
１
回
の
ク
ラ
ス
タ
ー

が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
世
の
中
と
の
温
度
差
を
感
じ
ま

す
が
、
病
院
・高
齢
者
施
設
に
と
っ
て
ど
ち
ら
の
感
染
症

も
油
断
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
ご
理
解
下
さ
い
。

今
後
と
も
、
ゆ
り
か
ご
荘
及
び
関
連
事
業
の
運
営
に

対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。                         

春
の
福
祉 

就
職
総
合
フ
ェ
ア

３
月
２
日
、
広
島
市
南
区
産
業
会
館
で
行
わ
れ
た
春
の

福
祉
就
職
フ
ェ
ア
に
ゆ
り
か
ご
荘
と
し
て
初
め
て
参
加
し

ブ
ー
ス
の
出
展
を
行
い
ま
し
た
。
当
施
設
を
含
め
て
百
の

施
設
・民
間
企
業
が
出
展
し
て
い
ま
し
た
。
ど
の
施
設
も

新
た
な
人
材
確
保
を
獲
得
し
た
い
と
の
思
い
が
強
く
そ
れ

ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま

し
た
。
４
時
間
と
い
う
時
間

制
限
の
中
、
ゆ
り
か
ご
荘
の

ブ
ー
ス
に
５
名
の
社
会
人
、

学
生
が
来
ら
れ
熱
心
に
話

を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
施
設
見
学
を
し
て

み
た
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

人
材
確
保
の
た
め
自
ら
行
動

す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。                 
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